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 こんにちは！ 6月 30日現在台北の最高気温は 34度です。それに加え、台湾は湿度

が高いので体感温度は 40度を超えます。そんな日にうっかり外に出てしまい、ようや

く暑さに慣れたところで帰寮後、いくらエアコンの設定温度を上げても極寒になる部

屋の中でこの報告書を書いています。台湾では屋外が猛暑である代わりに室内がとて

も寒いことがよくあります。中間の温度の場所はあまりありません。台湾に来る際は

夏でも羽織れるものを持ってきたほうが無難です。 

 さて今回の月例報告書は、東呉大学で行われた交換留学生向けのイベントについて

紹介します。春学期に行われたイベントは、Orientation・Welcome Ceremony・Biking 

with President Pan to Tamsui・Lunch time with exchange students (singing 

event)・Free Zongzi event・Farewell dinner event (29 June)でした。その中から

今回は三つのイベントを紹介します。 

 

【Biking with President Pan to Tamsui】 

 このイベントは 5/19に行われたもので、東呉大学から淡水の漁人碼頭にあるレスト

ランまで往復 50kmを留学生＋現地学生でサイクリングするという内容です。なぜか学

長とともにサイクリングをします。自転車のレンタル代金と食事代は大半が学校側か

ら出ている（と思う）ので、学生はたった 200元を事前申し込みの際に払うだけで参

加できます。レストランに着いた後の食事も、淡水の近くにあるということもあり、

新鮮で豪華な海鮮料理がたくさん食べられることが出来るのでお勧めです。サイクリ

ングも車道を使うことはほぼ無く、サイ

クリングロードを通行するので安全で

す。五月でも外はかなり暑かったのです

が、サイクリングロードが海沿いだった

ので海風が気持ちよく感じられ、景色も

綺麗でした。台北に留学する学生の方は

ぜひやってみてください！個人的には東

呉大学の留学生向けイベントの中で一番

楽しかったなと思います。 

 

【Free Zongzi event】 

 皆さんは Zong zi を知っていますか？日本では、ちまきと呼ばれる粽子のことで

す。台湾では端午節（旧暦 5月 5日）にちまきを食べ、ドラゴンボートレースに参

加・観戦するという風習があります。“ちまきを食べるのは、中国戦国時代の楚の詩人



屈原の命日である 5月 5日に彼を慕う人々が彼が

身を投げた汨羅江（べきらこう）にちまきを投げ

入れて供養したこと、また、屈原の亡骸を魚が食

らわないよう魚のえさとしたものがちまきの由来

とされる。中国語圏では、現在も屈原を助けるた

めに船を出した故事にちなみ、龍船節として手漕

舟（龍船あるいはドラゴンボート）の競漕が行わ

れる。（Wikipediaから引用）”……ということ

で、現在でも台湾・中国では端午節にちまきを食

べる文化が残っています。 

 このイベントは、事前に申し込みをすれば無料

で二種類のちまきが貰えるというものです。台湾

のちまきにはたくさんの種類があり、今回は北部

粽と南部粽を貰えました。私は味付けがしっかり

していて具材がゴロゴロ入っている北部粽が好き

です。台湾にはこの時期、街中にも粽子を売る店

が開かれ、人気店は行列を作ることも多々あるそ

うです。この他にも、学食でご飯を注文した時におまけで葛餅のような甘い粽子が貰

えました。台湾人の生活の中に端午節はかなりメジャーなイベントとして認知されて

いるのだなと考えさせられました。 

 

【Farewell dinner event】 

 このイベントはセメスターの最

後に行われるパーティーです。大

学内で開かれたウェルカムパーテ

ィーとは違い、外部の会場を貸し

切って行われました。学生の出し

物や、留学生のバディスチューデ

ントからのビデオメッセージなど

を見ながらコース料理を食べると

いう催しでした。この日は私のバ

ディと会う最後の機会だったので手紙を用意していたら、向こうもアルバムを作って

持ってきてくれたのが嬉しかったです。また、自分が受けていた授業の先生もわざわ

ざ来てくれ、嬉しい経験が出来ました。半年という短い機会でしたが、人間関係の面

でもこの留学で得たものは大きいと思わされるようなイベントでした。 

 



【最後に】 

 ここまで５回の報告書を読んで

いただきありがとうございまし

た。台湾での留学生活は、他の地

域では味わえないような体験をす

ることが出来ると感じます。授業

だけではなく、観光・文化体験な

ど同じ東アジアである日本と似て

いるようでやっぱり違う、ではど

こが違うのか？そんなことを検証

しながらいろいろな経験が出来る

ような場所であると思います。こ

の報告書が、台湾での留学を考え

ている学生さんの後押しが出来た

ら幸いです。ありがとうございました！ 


